
四国森林管理局入札監視委員会 審議概要

（ホームページ掲載日：平成２４年３月１２日）

開 催 日 及 び 場 所 平成２３年１２月１９日（月曜日）四国森林管理局会議室

坂本 伸廣 （税 理 士）

委 員 田中 章夫 （公認会計士）

西森やよい （弁 護 士）

審 議 対 象 期 間 平成２３年 ７月 １日～平成２３年 ９月３０日

１５４件 うち、１者応札案件 ４９件

審 議 対 象 案 件 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ８件

８２件 うち、１者応札案件 ３１件

抽 出 案 件 （抽出率５３％） （抽出率 ６３％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ８件

（抽出率 １００％）

一般競争

２０件 うち、１者応札案件 ５件

工 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０件

抽 指 公募型指名競争 該当なし

事 名 工事希望型競争 該当なし

競 その他の指名競争 該当なし

争

出 随意契約 該当なし

一般競争 １７件 うち、１者応札案件 ０件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ４件

指 公募型競争 該当なし

案 業 名 簡易公募型競争 該当なし

競 その他の指名競争 該当なし

争

随 公募型プロポーザル 該当なし

件 務 意 簡易公募型プロポーザ 該当なし

契 ル

約 標準型プロポーザル 該当なし

その他の随意契約 ４件

内 物 一般競争 ４０件 うち、１者応札案件 ２６件

品 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ４件

・ 指名競争 該当なし

役 随意契約（企画競争・公募） 該当なし

務

訳 等 随意契約（その他） １件

（特記事項）なし



意見・質問 回答等

委 ○総合評価において、業者の評価点は工事や ○対象となる工事や業務の全体のスケジュールや施工

員 業務ごとに変化するのか。 管理、安全対策について、業者からの提案書を審査し

か て、それによって点数をつけていくため、評価点は工

ら 事や業務ごとに異なる。

の

意 ○総合評価について疑問視する報道もある ○全国的に低入札が問題となり、品質確保のために総

見 が、評価点の計算方法を熟知すれば操作も可 合評価を導入したところであり、適切に運用していき

・ 能ではないか。 たい。

質

問 ○調査設計業務の入札において応札者は毎回 ○登録業者のうち、都市や農地などの平地での調査設

ほぼ同じ業者だが、なぜか。 計業者は多いが、現場が山間部であること等から、治

山や林道業務への応札者は限られているのが現状であ

そ る。

れ

に ○収穫調査の業務委託について、なぜ、一般 ○収穫調査は国有財産の処分にかかる重要な部分であ

対 社団・財団法人に限定しているのか。 るため、正確さや公平さの確保が求められており、技

す 術的能力・その他の要件を確認した上で、農林水産大

る 臣が指定する法人としている。

回

答 ○造林事業と生産事業について、前回同様、 ○四国は、事業体の絶対数が少ないが、平成２２年度

等 １者応札が非常に多いが、業者がいないの から県内外の業者が新たに参入している。

か。

○災害復旧の調査設計業務において、随意契 ○年度当初に、災害復旧の調査設計業務に係る登録名

約を行っているが、業者はどのように選定し 簿を局で作成し、災害が起きた場合、緊急に対応して

たのか。 いる。調査を依頼する場合には、随意契約によること

とし、登録した業者から見積書を徴収し、その中で一

番低い業者と契約を締結する。

委員会による意見の具申又は勧告の内容 特になし

［これらに対し部局長が講じた措置］


